
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示の観察側である前側の基板とこの前側基板に対向する後側基板との間に液晶層が設
けられ、前記前側基板と後側基板の対向する内面の一方に少なくとも１つの電極が、他方
の内面に前記少なくとも１つの電極と対向する領域により複数の画素を形成するための複
数の電極が設けられるとともに、前記液晶層よりも後側に前記複数の画素内の予め定めら
れた領域にそれぞれ対応させて設けられた複数の反射膜を有し、前記複数の画素 前記
反射膜が設けられた領域により、前側から入射した光を前記反射膜により反射して前側に
出射させる反射部が形成され、前記複数の画素 前記反射部以外の領域により、後側か
ら入射した光を透過させて前側に出射させる透過部が形成され、さらに、前記前側基板と
後側基板のいずれかの内面に、前記複数の画素 対応
させて感光性透明樹脂からなる非着色層が設けられ、

ていることを特徴とする液晶素子。
【請求項２】
　非着色層は、カラーフィルタの表面と面一に形成されていることを特徴とする請求項１
に記載の液晶素子。
【請求項３】
　非着色層は、カラーフィルタ上に予め定められた高さに突出しており、前記非着色層の
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が形成された基板の内面の前記非着色層が設けられた部分を除いた他の部分に、前記複数
の画素それぞれに対応する１つの色のカラーフィルタが、前記非着色層を囲んで設けられ



突出端が他方の基板の内面に当接され、この非着色層により前側基板と後側基板との間隔
が規定されていることを特徴とする請求項１に記載の液晶素子。
【請求項４】
　請求項１に記載の液晶素子を製造する方法において、前側基板と後側基板のいずれかの
内面に感光性透明樹脂を塗布し、その樹脂膜を露光及び現像処理して複数の画素の反射部
内 対応する形状にパターニングすることにより、複数の非着色層をカラ
ーフィルタの膜厚以上の厚さに形成し、その後に、前記基板上に顔料が添加された感光性
カラーレジストを塗布し、そのカラーレジスト膜を露光及び現像処理して前記複数の画素
に対応する外形にパターニングすることにより、複数の色のカラーフィルタを形成すると
ともに、前記非着色層の上の前記カラーレジストを除去することを特徴とする液晶素子の
製造方法。
【請求項５】
　非着色層をカラーフィルタの膜厚よりも厚く形成し、前記カラーフィルタを形成した後
に、前記非着色層のカラーフィルタ上に突出する部分をその突出部に付着したカラーレジ
ストと一緒に除去し、前記非着色層の頂面を前記カラーフィルタの表面と面一にすること
を特徴とする請求項４に記載の液晶素子の製造方法。
【請求項６】
　非着色層をカラーフィルタの膜厚に 予め定められた高さを加
算した厚さに形成し、前記カラーフィルタを形成した後に、前記非着色層の前記カラーフ
ィルタ上に突出する部分 ことを特徴とす
る請求項４に記載の液晶素子の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、反射／透過型の液晶表示装置に用いる液晶素子及びその製造方法に関するも
のである。
【０００２】
【従来の技術】
液晶表示装置として、その使用環境の光である外光を利用する反射表示と、後側に配置さ
れた面光源からの照明光を利用する透過表示との両方の表示を行なう反射／透過型のもの
がある。
【０００３】
前記反射／透過型の液晶表示装置には様々な構成のものがあるが、その一つとして、表示
の観察側である前側の基板とこの前側基板に対向する後側基板との間に液晶層が設けられ
、前記前側基板と後側基板の対向する内面の一方に少なくとも１つの電極が、他方の内面
に前記少なくとも１つの電極と対向する領域により複数の画素を形成するための複数の電
極が設けられるとともに、前記液晶層よりも後側に前記複数の画素内の予め定められた領
域にそれぞれ対応させて設けられた複数の反射膜を有し、前記複数の画素の前記反射膜が
設けられた領域により、前側から入射した光を前記反射膜により反射して前側に出射させ
る反射部が形成され、前記複数の画素の前記反射部以外の領域により、後側から入射した
光を透過させて前側に出射させる透過部が形成された構成の液晶素子を備え、前記液晶素
子の前側と後側とに前側偏光板及び後側偏光板を配置し、前記後側偏光板の後側に面光源
を配置したものがある（特許文献１参照）。
【０００４】
この反射／透過型液晶表示装置は、充分な照度の使用環境下では外光を利用する反射表示
を行ない、充分な明るさの外光が得られないときに、前記面光源から照明光を出射させて
その照明光を利用する透過表示を行なうものであり、前記液晶素子の複数の画素の反射部
を利用して反射表示し、前記液晶素子の複数の画素の透過部を利用して透過表示する。
【０００５】
前記反射／透過型液晶表示装置には、白黒画像を表示するものと、カラー画像を表示する
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の一部にそれぞれ

、液晶層の厚さに相当する

の頂面の上に付着したカラーレジストを除去する



ものとがあり、カラー画像を表示する液晶表示装置には、前側基板と後側基板のいずれか
、例えば前側基板の内面に、前記複数の画素にそれぞれ対応させて複数の色のカラーフィ
ルタを備えた液晶素子が用いられている。
【０００６】
しかし、前記カラーフィルタを備えた液晶素子は、その各画素の反射部からの出射光の色
純度及び強度と、透過部からの出射光の色純度及び強度とが大きく異なる。
【０００７】
すなわち、この液晶素子は、前側から各画素の反射部に入射し、前記カラーフィルタと液
晶層を透過して反射膜により反射された光を、前記液晶層とカラーフィルタを再び透過さ
せて前側に出射させ、後側から各画素の透過部に入射し、前記液晶層とカラーフィルタを
透過した光を前側に出射させるため、前記反射部からの出射光は、前記カラーフィルタを
往復して透過した着色光であり、前記透過部からの出射光は、前記カラーフィルタを１回
だけ透過した着色光である。
【０００８】
そのため、この液晶素子は、各画素の反射部からの出射光が、前記画素の透過部からの出
射光に比べて、強度が低い。
【０００９】
したがって反射／透過型液晶表示装置は、各画素の反射部からの出射光を最適化するよう
にカラーフィルタの膜厚を設定した場合、透過表示のときの表示品質が悪く、また、各画
素の透過部からの出射光を最適化するようにカラーフィルタの膜厚を設定した場合は反射
表示のときの表示品質が悪い。
【００１０】
そこで、従来から、前記液晶素子のカラーフィルタは透過表示に適した膜厚に形成し、前
記カラーフィルタに、前記画素の反射部内に部分的に対応する開口を形成することが提案
されている（特許文献２参照）。
【００１１】
この液晶素子は、カラーフィルタが透過表示に適した膜厚に形成されているため、前記透
過部から、色純度と強度の両方が充分な光を出射させることができるとともに、前記カラ
ーフィルタに画素の反射部内に部分的に対応する開口を形成しているため、各画素の反射
部から、前記カラーフィルタの開口以外の部分を透過して着色された着色光と前記カラー
フィルタの開口内を透過した非着色光とを含む光を出射させることができ、したがって、
前記反射／透過型液晶表示装置に、反射表示のときも透過表示のときも良好な品質のカラ
ー画像を表示させることができる。
【００１２】
【特許文献１】
特開平１１－２６４９６４号公報
【００１３】
【特許文献２】
特開平１０－２８８７０６号公報
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、カラーフィルタに画素の反射部内に部分的に対応する開口を形成した従来の液晶
素子は、前記カラーフィルタの前記開口の周囲の断面が、基板の法線に対して斜めに傾い
た形状に形成される。
【００１５】
すなわち、前記カラーフィルタは、基板上に感光性レジストに顔料を分散させたカラーレ
ジストを塗布し、そのカラーレジスト膜を露光及び現像処理してパターニングすることに
より形成されるが、前記カラーレジスト膜の露光時に、照射光がカラーレジスト中の顔料
により散乱されるため、前記カラーレジスト膜の非露光領域もある程度露光され、また露
光後の現像処理が表面から進行するため、パターニングされたカラーフィルタの周縁部及
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び前記開口の周囲の断面が、フィルタ外縁及び前記開口に向かって徐々に膜厚が薄くなる
ように傾斜した形状に形成される。
【００１６】
しかも、従来の液晶素子は、前記カラーフィルタの開口に対応する領域の液晶層厚が他の
領域の液晶層厚よりも大きく、液晶層の電気光学特性にムラがある。
【００１７】
そのため、従来の液晶素子は、複数の画素の反射部のうち、前記カラーフィルタの開口以
外の部分に対応する領域から出射する着色光と、前記カラーフィルタの開口に対応する領
域から出射する非着色光との比率を正確に設定することが難しく、反射表示における色再
現性が劣る。
【００１８】
この発明は、複数の画素の反射部から着色光と非着色光とを精度の良い比率で出射させる
ことができる光再現性に優れた液晶素子を提供するとともに、その液晶素子の製造方法を
提供することを目的としたものである。
【００１９】
【課題を解決するための手段】
　この発明の液晶素子は、表示の観察側である前側の基板とこの前側基板に対向する後側
基板との間に液晶層が設けられ、前記前側基板と後側基板の対向する内面の一方に少なく
とも１つの電極が、他方の内面に前記少なくとも１つの電極と対向する領域により複数の
画素を形成するための複数の電極が設けられるとともに、前記液晶層よりも後側に前記複
数の画素内の予め定められた領域にそれぞれ対応させて設けられた複数の反射膜を有し、
前記複数の画素 前記反射膜が設けられた領域により、前側から入射した光を前記反射
膜により反射して前側に出射させる反射部が形成され、前記複数の画素 前記反射部以
外の領域により、後側から入射した光を透過させて前側に出射させる透過部が形成され、
さらに、前記前側基板と後側基板のいずれかの内面に、前記複数の画素

対応させて感光性透明樹脂からなる非着色層が設けられ、

ていることを特徴とする。
【００２０】
　この液晶素子は、前後いずれかの基板の内面に、複数の画素

対応させて非着色層を設け、その基板の内面

設けているため、前記複数の画素の透過部から、前記カラーフィル
タを一方向に透過して着色された着色光を出射させ、前記複数の画素の反射部から、前記
カラーフィルタを往復して透過して着色された着色光と、前記非着色層を透過した非着色
光とを出射させることができる。
【００２１】
しかも、この液晶素子では、前記非着色層を感光性透明樹脂により形成しているため、こ
の非着色層を、前記基板の内面に前記感光性透明樹脂を塗布して露光及び現像処理するこ
とにより、周面が前記基板面に対して略垂直な形状に精度良く形成することができる。
【００２２】
そして、この液晶素子では、前記カラーフィルタの前記非着色層を囲むフィルタ側面を前
記非着色層の周面に密着させているため、前記カラーフィルタの前記反射部に対応する部
分の膜厚を、その全体にわたって均一にすることができる。
【００２３】
したがって、この液晶素子によれば、複数の画素の反射部から出射する着色光と非着色光
との比率を予め定めた割合で正確に設定し、前記反射部から出射する光の色再現性を向上
させることができる。
【００２４】
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　このように、この発明の液晶素子は、液晶層よりも後側に複数の画素内の予め定められ
た領域に対応させて反射膜を設け、前記複数の画素 前記反射膜が設けられた領域によ
り、前側から入射した光を前記反射膜により反射して前側に出射する反射部を形成し、前
記複数の画素 前記反射部以外の領域により、後側から入射した光を透過させて前側に
出射する透過部を形成するとともに、前記前側基板と後側基板のいずれかの内面に、前記
複数の画素 対応させて感光性透明樹脂からなる非着
色層を設け、

設けることにより、複数の画素の反射部から着色
光と非着色光とを精度の良い比率で出射させ、優れた光再現性が得られるようにしたもの
である。
【００２５】
この発明の液晶素子においては、前記非着色層を前記カラーフィルタの表面と面一に形成
するか、あるいは、前記非着色層を前記カラーフィルタ上に予め定められた厚さに突出さ
せて形成し、前記非着色層の突出端を他方の基板の内面に当接させることにより、この非
着色層によって前側基板と後側基板との間隔を規定するのが望ましい。
【００２６】
　また、この発明の液晶素子の製造方法は、前側基板と後側基板のいずれかの内面に感光
性透明樹脂を塗布し、その樹脂膜を露光及び現像処理して複数の画素の反射部内

対応する形状にパターニングすることにより、複数の非着色層をカラーフィルタ
の膜厚以上の厚さに形成し、その後に、前記基板上に顔料が添加された感光性カラーレジ
ストを塗布し、そのカラーレジスト膜を露光及び現像処理して前記複数の画素に対応する
外形にパターニングすることにより、複数の色のカラーフィルタを形成するとともに、前
記非着色層の上の前記カラーレジストを除去することを特徴とする。
【００２７】
この製造方法によれば、前後いずれかの基板の内面に複数の画素の反射部内にそれぞれ部
分的に対応させて非着色層を設け、その基板の内面に、前記非着色層が設けられた部分を
除いて、複数の画素にそれぞれ対応する複数の色のカラーフィルタを、前記非着色層を囲
むフィルタ側面を前記非着色層の周面に密着させて設けた前記液晶素子を得ることができ
る。
【００２８】
　この発明の液晶素子の製造方法においては、前記非着色層を前記カラーフィルタの膜厚
よりも厚く形成し、前記カラーフィルタを形成した後に、前記非着色層の前記カラーフィ
ルタ上に突出する部分をその突出部に付着したカラーレジストと一緒に除去し、前記非着
色層の頂面を前記カラーフィルタの表面と面一にするか、あるいは、前記非着色層を前記
カラーフィルタの膜厚に、 予め定められた高さを加算した厚さに
形成し、前記カラーフィルタを形成した後に、前記非着色層の前記カラーフィルタ上に突
出する部分 のが望ましい。
【００２９】
【発明の実施の形態】
図１～図３はこの発明の第１の実施例を示しており、図１は液晶素子の一部分の断面図、
図２は前記液晶素子の複数の画素及び非着色層とカラーフィルタの平面図、図３は前記液
晶素子の製造における非着色層とカラーフィルタの形成方法を示す工程図である。
【００３０】
この実施例の液晶素子は、図１に示したように、表示の観察側である前側（図１において
上側）の透明基板１と、この前側基板１に対向する後側の透明基板１との間に液晶層３が
設けられ、前記前側基板１と後側基板１の対向する内面の一方に少なくとも１つの透明電
極４が、他方の内面に前記少なくとも１つの電極４と対向する領域により複数の画素Ａを
形成するための複数の透明電極４が設けられるともに、前記液晶層３よりも後側に、前記
複数の画素Ａ内の予め定められた領域にそれぞれ対応させて設けられた複数の反射膜７を
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ラーフィルタを、前記非着色層を囲んで

の一部に
それぞれ

液晶層の厚さに相当する

の頂面の上に付着したカラーレジストを除去する



有し、前記複数の画素Ａの前記反射膜７が設けられた領域により、前側から入射した光を
前記反射膜７により反射して前側に出射する反射部Ａ１が形成され、前記複数の画素Ａの
前記反射部Ａ１以外の領域により、後側から入射した光を透過させて前側に出射する透過
部Ａ２が形成された構成となっている。
【００３１】
この液晶素子は、例えばＴＦＴ（薄膜トランジスタ）をアクティブ素子とするアクティブ
マトリックス液晶素子であり、前側基板１の内面に設けられた電極４は一枚膜状の対向電
極、後側基板１の内面に設けられた電極４は行方向及び列方向にマトリックス状に配列さ
せて形成された複数の画素電極である。
【００３２】
そして、前記後側基板１の内面には、前記複数の画素電極４にそれぞれ対応させて複数の
ＴＦＴ６が設けられるとともに、各行のＴＦＴ６にゲート信号を供給する複数のゲート配
線と、各列のＴＦＴ６にデータ信号を供給する複数のデータ配線（いずれも図示せず）が
設けられている。
【００３３】
なお、図１ではＴＦＴ６を簡略化して示しているが、このＴＦＴ６は後側基板１面に形成
されたゲート電極と、このゲート電極を覆って前記基板１の略全体に形成されたゲート絶
縁膜と、前記ゲート絶縁膜の上に前記ゲート電極と対向させて形成されたｉ型半導体膜と
、前記ｉ型半導体膜の両側部の上にｎ型半導体膜を介して形成されたソース電極及びドレ
イン電極とからなっている。
【００３４】
また、図示しない前記ゲート配線とデータ配線のうち、ゲート配線は、後側基板２の基板
面に前記ＴＦＴ７のゲート電極と一体に形成されて前記ゲート絶縁膜により覆われており
、データ配線は、前記ゲート絶縁膜の上に形成され、前記ＴＦＴ７のドレイン電極につな
がっている。
【００３５】
そして、前記複数の画素電極４は、図示しない前記ゲート絶縁膜の上に形成されており、
これらの画素電極４に、その画素電極４に対応するＴＦＴ６のソース電極が接続されてい
る。
【００３６】
また、前記複数の反射膜７は、アルミニウム系合金等からなる高反射率の鏡面反射膜であ
り、この実施例では、図１のように、前記複数の反射膜７を後側基板１の内面（例えば図
示しないゲート絶縁膜の上）に形成し、前記複数の画素電極４を、その一部を前記反射膜
７の上に重ねて形成している。
【００３７】
なお、この実施例では、前記反射膜７を前記複数の画素Ａの略半分の領域にそれぞれ対応
させて設け、前記複数の画素Ａの略半分の領域を反射部Ａ１とし、他の略半分の領域を透
過部Ａ２としている。
【００３８】
また、前記前側基板１の内面には、前記複数の画素Ａの間の部分に対応する格子状の遮光
膜８が形成されている。なお、図１では前記遮光膜８を単層膜としているが、この遮光膜
８は、前側基板１面に被着された酸化クロム膜とその上に積層されたクロム膜とからなっ
ている。
【００３９】
さらに、前記前側基板１の内面には、前記複数の画素Ａの反射部Ａ１内にそれぞれ部分的
に対応させて、非散乱性の感光性透明樹脂からなる非着色層９が設けられるとともに、こ
の前側基板１の内面に、前記非着色層９が設けられた部分を除いて、前記複数の画素Ａに
それぞれ対応する複数の色、例えば赤、緑、青の３色のカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，
１０Ｂが、前記非着色層９を囲むフィルタ側面を前記非着色層９の周面に密着させて設け
られており、これらのカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ及び前記非着色層９の上に
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前記対向電極４が形成されている。
【００４０】
なお、この液晶素子は、図２に示したように、赤色フィルタ１０Ｒを設けた画素Ａと、緑
色フィルタ１０Ｇを設けた画素Ａと、青色フィルタ１０Ｂを設けた画素Ａとを行方向に交
互に並べるとともに、同じ色のフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂを設けた画素Ａを各行毎
に左右方向に交互に１．５ピッチずらして配列したデルタ配列型（モザイク配列型とも言
う）のものであり、図１は、赤、緑、青のカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂが対応
する各画素Ａがジグザグに並んだ画素列に沿う断面を示している。
【００４１】
この実施例では、図１及び図２に示したように、前記非着色層９を、各画素Ａの反射部Ａ
１の周縁部を除く中央部に対応させて形成し、前記赤、緑、青のカラーフィルタ１０Ｒ，
１０Ｇ，１０Ｂを、各画素Ａの前記非着色層９が対応する部分以外の全域に対応させて、
前記画素Ａよりも大きい外形、つまりカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの周縁部が
、複数の画素Ａの間の部分に対応する外形に形成している。
【００４２】
さらに、この実施例では、前記赤、緑、青のカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂをそ
れぞれ、前記各画素Ａの反射部Ａ１に対応する部分から透過部Ａ２に対応する部分にわた
って同じ膜厚に形成し、前記非着色層９を、前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ
の膜厚と同じ厚さに形成している。
【００４３】
そして、前記赤、緑、青のカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂはそれぞれ、各画素Ａ
の透過部Ａ２からの出射光の色再現性を重視して、これらのカラーフィルタ１０Ｒ，１０
Ｇ，１０Ｂを一方向に透過した光が充分な色再現性が得られる膜厚に、つまり充分な色純
度、明度、彩度、及びホワイトポイントを得られる膜厚に形成されており、また、前記カ
ラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの前記反射部Ａ１に対応する部分の面積と前記非着
色層９の面積との比は、前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの反射部Ａ１に対応
する部分を往復して透過して着色された着色光と、前記非着色層９を透過した非着色光と
を合成した光が、充分な色再現性が得られる割合、つまり充分な明るさ、色純度、及びホ
ワイトポイントが得られる割合に設定されている。
【００４４】
すなわち、前側から各画素Ａの反射部Ａ１に入射し、反射膜７により反射されて前側に出
射する光のうち、前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂにより着色された着色光は
、前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂを往復して透過して２度の吸収を受けた光
であり、したがって、後側から各画素Ａの透過部Ａ２に入射し、前記カラーフィルタ１０
Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂを一方向に１回だけ透過して前側に出射する着色光に比べて、強度が
極端に低い光である。
【００４５】
それに対し、前側から前記各画素Ａの反射部Ａ１に入射し、前記反射膜７により反射され
て前側に出射する光のうち、前記非着色層９を往復して透過した光は、前記カラーフィル
タ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂによる吸収を受けない高強度の非着色光である。
【００４６】
そのため、前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの反射部Ａ１に対応する部分の面
積に対する前記非着色層９の面積の比、つまり前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０
Ｂを往復して透過して着色した着色光と、前記非着色層９を往復して透過した非着色光と
の光量比を適正に設定することにより、前記反射部Ａ１から出射する着色光と比着色光と
が混合された、充分な明るさと色純度を持った色再現性に優れた着色光を出射することが
できる。なお、前記赤、緑、青のカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの反射部Ａ１に
対応する部分の面積に対する前記非着色層９の面積の比は、５０％以下が好ましい。
【００４７】
また、図では省略しているが、前記前側基板１と後側基板２のいずれか一方、例えば後側
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基板２の内面には、前記複数の画素Ａの間の部分に、予め定められた高さの複数の柱状ス
ペーサが画素ピッチと同じピッチで設けられており、さらに、前記前側基板１と後側基板
２内面にはそれぞれ、前記電極４，５及び前記柱状スペーサを覆って配向膜１１，１２が
設けられている。
【００４８】
そして、前記前側基板１と後側基板２は、前記後側基板２の内面に設けられた図示しない
複数の柱状スペーサの先端を他方の前側基板１の内面に当接させることにより、前記複数
の柱状スペーサにより前側基板１と後側基板２との間隔を規定され、前記複数の画素Ａが
マトリックス状に配列する表示エリアを囲む図示しない枠状シール材を介して接合されて
いる。
【００４９】
また、前記液晶層３は、前記前側基板１と後側基板２の間の前記枠状シール材により囲ま
れた領域に設けられており、この液晶層３の液晶分子は、前記配向膜１１，１２によりそ
れぞれの基板１，２の近傍における配向方向を規定され、前後の基板１，２間において予
め定められた初期配向状態に配向している。
【００５０】
なお、この液晶素子は、前記液晶層３をネマティック液晶により形成し、その液晶分子を
ツイスト配向させたＴＮまたはＳＴＮ型のものでも、前記ネマティック液晶の液晶分子を
分子長軸を一方向に揃えてホモジニアス配向させたホモジニアス配向のものでも、あるい
は、前記液晶層３を強誘電性または反強誘電性液晶により形成した強誘電性または反強誘
電性液晶素子等でもよい。
【００５１】
前記液晶素子は、前記前側基板１の内面に、前記遮光膜８と、複数の非着色層９と、赤、
緑、青のカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂと、配向膜１１とを形成し、前記後側基
板２の内面に、前記複数のＴＦＴ６と、図示しないゲート配線及びデータ配線と、複数の
画素電極５と、複数の柱状スペーサと、配向膜１２とを形成し、前記前側基板１と後側基
板２とを、前記複数の柱状スペーサにより基板間隔を規定して前記枠状シール材を介して
接合した後、これらの基板１，２間の前記枠状シール材により囲まれた領域に、前記枠状
シール材の一辺を部分的に欠落させて形成された図示しない液晶注入口から真空注入法に
より液晶を充填し、その後に前記液晶注入口を封止する方法で製造する。
【００５２】
なお、この製造方法において、前側基板１に設ける遮光膜８と配向膜１１及び後側基板２
に設けるＴＦＴ６とゲート配線及びデータ配線と画素電極５と柱状スペーサと配向膜１２
の形成、前後の基板１，２の接合及び液晶の充填は、いずれも公知の方法で行なうため、
その説明は省略する。
【００５３】
この製造方法において、前記非着色層９とカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂは、次
のようにして形成する。
【００５４】
まず、前側基板１の内面に遮光膜８を形成した後、前記基板１の内面に、非散乱性の感光
性透明樹脂をスクリーン印刷等により塗布し、その樹脂膜を露光及び現像処理して複数の
画素Ａの反射部Ａ１内にそれぞれ部分的に対応する形状にパターニングすることにより、
図３（ａ）のように、複数の非着色層９を前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの
膜厚以上の厚さに形成する。なお、この実施例では、前記非着色層９を、前記カラーフィ
ルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの膜厚よりも厚く形成している。
【００５５】
この場合、前記感光性透明樹脂は、光を散乱させる粒子や顔料を含まない非散乱性樹脂で
あるため、基板１の内面に塗布した樹脂膜の露光時に照射光が散乱されることはなく、し
たがって、基板１面に対して垂直な方向から光を照射することにより、複数の非着色層９
を、その周面が前記基板１面に対して略垂直な形状に精度良く形成することができる。
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【００５６】
次に、前記複数の非着色層９を形成した基板１上に、顔料が添加された感光性カラーレジ
ストをスクリーン印刷等により塗布し、そのカラーレジスト膜を露光及び現像処理して、
複数の画素Ａに対応し、且つ前記画素Ａよりも大きい外形にパターニングすることにより
、図３（ｂ）のように、周縁部が複数の画素Ａの間の部分に対応する外形の赤、緑、青の
カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂを順次形成する。
【００５７】
このカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの形成においては、前記カラーレジスト膜の
露光時に、照射光がカラーレジスト中の顔料により散乱されるため、前記カラーレジスト
膜の非露光領域もある程度露光され、露光後に現像処理してパターニングされたカラーフ
ィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの周縁部が、図３（ｂ）に示したようにフィルタ外縁に向
かって徐々に膜厚が薄くなるように傾斜した断面形状に形成されるが、この実施例では、
前記カラーレジスト膜を画素Ａよりも大きい外形、つまり周縁部が複数の画素Ａの間の部
分に対応する外形にパターニングしているため、複数の画素Ａ内に対応する部分の膜厚が
前記非着色層９上の部分を除いて均一なカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂを形成す
ることができる。
【００５８】
次に、前記複数の非着色層９の前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ上に突出する
部分を、エッチングまたは切削等により、その突出部に付着した前記カラーレジストと一
緒に除去し、図３（ｃ）のように、前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの前記非
着色層９の周囲の部分の表面を他の部分の表面と面一に仕上げるとともに、前記複数の非
着色層９の頂面を前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの表面と面一にする。
【００５９】
すなわち、この液晶素子の製造方法は、前記前側基板１の内面に、複数の非着色層９をカ
ラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの膜厚以上の厚さに形成した後、前記基板１上に感
光性カラーレジストを塗布して前記複数の画素Ａに対応する外形にパターニングすること
により、赤、緑、青のカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂを形成し、その後に前記非
着色層９の上の前記カラーレジストを除去するものである。
【００６０】
この実施例の液晶素子は、前側基板１の内面に、複数の画素Ａの反射部Ａ１内にそれぞれ
部分的に対応させて非着色層９を設け、その基板１の内面に、前記非着色層９が設けられ
た部分を除いて、前記複数の画素Ａにそれぞれ対応する赤、緑、青のカラーフィルタ１０
Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂを設けているため、前記複数の画素Ａの透過部Ａ２から、前記カラー
フィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂを一方向に透過して着色された着色光を出射させ、前記
複数の画素Ａの反射部Ａ１から、前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂを往復して
透過して着色された着色光と、前記非着色層９を透過した非着色光とを出射させることが
できる。
【００６１】
しかも、この液晶素子では、前記非着色層９を非散乱性の感光性透明樹脂により形成して
いるため、この非着色層を、前記基板１の内面に前記感光性透明樹脂を塗布して露光及び
現像処理することにより、周面が前記基板１面に対して略垂直な形状に精度良く形成する
ことができる。
【００６２】
そして、この液晶素子では、前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの前記非着色層
を囲むフィルタ側面を前記非着色層の周面に密着させているため、前記カラーフィルタ１
０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの前記反射部Ａ１に対応する部分の膜厚を、その全体にわたって均
一にすることができる。
【００６３】
したがって、この液晶素子によれば、複数の画素Ａの反射部Ａ１から出射する着色光と非
着色光との割合を予め定めた割合で正確に設定し、前記反射部Ａ１から出射する光の色再
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現性を向上させることができる。
【００６４】
また、上記液晶素子の製造方法は、図３に示したように、前側基板１の内面に、非散乱性
の感光性透明樹脂を塗布し、その樹脂膜を露光及び現像処理して複数の画素Ａの反射部Ａ
１内にそれぞれ部分的に対応する形状にパターニングすることにより、複数の非着色層９
をカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの膜厚以上の厚さに形成し、その後に、前記基
板１上に顔料が添加された感光性カラーレジストを塗布し、そのカラーレジスト膜を露光
及び現像処理して前記複数の画素Ａに対応する外形にパターニングすることにより、赤、
緑、青のカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂを形成するとともに、前記非着色層９の
上の前記カラーレジストを除去することを特徴とするものであり、この製造方法によれば
、前記前側基板１の内面に、複数の画素Ａの反射部Ａ１内にそれぞれ部分的に対応させて
非着色層９を設け、その基板１の内面に、前記非着色層９が設けられた部分を除いて、複
数の画素Ａにそれぞれ対応する赤、緑、青のカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂを、
前記非着色層９を囲むフィルタ側面を前記非着色層９の周面に密着させて設けた前記液晶
素子を得ることができる。
【００６５】
なお、前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂは、上述したように、カラーレジスト
膜の露光時の照射光の散乱により、周縁部がフィルタ外縁に向かって徐々に膜厚が薄くな
るように傾斜した形状に形成されこの実施例では、カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０
Ｂを、その周縁部が複数の画素Ａの間の部分に対応する外形に形成しているため、前記カ
ラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの複数の画素Ａ内に対応する部分の膜厚を均一にし
、前記複数の画素Ａの反射部Ａ１の着色光出射領域から、色純度及び強度がより均一な着
色光を出射させることができるとともに、前記複数の画素Ａの透過部Ａ２からも色純度及
び強度がより均一な着色光を出射させることができる。
【００６６】
そして、この実施例では、前側基板１の内面に、複数の画素Ａの間の部分に対応する格子
状の遮光膜８を形成しているため、前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの膜厚が
薄くなった周縁部を透過して着色された光が前記複数の画素Ａの間の部分から出射するこ
とはなく、したがって、前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの周縁部が傾斜した
形状に形成されても、前記画素Ａからの出射光の色再現性に影響することはない。
【００６７】
さらに、この実施例では、前記前側基板１の内面に非着色層９とカラーフィルタ１０Ｒ，
１０Ｇ，１０Ｂを形成する際に、前記非着色層９をカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０
Ｂの膜厚よりも厚く形成し、前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂを形成した後に
、前記非着色層９のカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ上に突出する部分をその突出
部に付着したカラーレジストと一緒に除去することにより、前記非着色層９を前記カラー
フィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの表面と面一にしているため、前記複数の画素Ａの反射
部Ａ１の液晶層厚を、前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂに対応する着色光出射
領域から前記非着色層９に対応する非着色光出射領域にわたって均一にし、前記反射部Ａ
１の着色光出射領域と非着色光出射領域の液晶層３の電気光学特性を同じにすることがで
きる。
【００６８】
なお、前記前側基板１の内面に非着色層９とカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂを形
成する場合、前記非着色層９は、最初からカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの膜厚
と同じ厚さに形成してもよく、その場合は、前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ
を形成した後に、前記非着色層９の上のカラーレジストだけを除去すればよい。
【００６９】
前記液晶素子は、反射表示と透過表示の両方の表示を行なう反射／透過型液晶表示装置に
用いられるものであり、この反射／透過型液晶表示装置は、前記液晶素子の前側と後側と
に前側偏光板及び後側偏光板を配置し、前記後側偏光板の後側に面光源を配置して構成さ
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れる。
【００７０】
前記液晶素子を用いた反射／透過型液晶表示装置は、前記液晶素子が、複数の画素Ａの反
射部Ａ１から着色光と非着色光とを精度の良い比率で出射させる優れた色再現性を有して
おり、しかも、前記反射部Ａ１の着色光出射領域（非着色層９以外の部分に設けられたカ
ラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂに対応する領域）から、均一な着色光を出射させる
ため、反射表示のときも透過表示のときも、色再現性の良い高品質のカラー画像を表示す
ることができる。
【００７１】
　図４及び図５はこの発明の第２の実施例を示しており、図 は液晶素子の一部分の断面
図、 は前記液晶素子の製造における非着色層とカラーフィルタの形成方法を示す工程
図である。
【００７２】
この実施例の液晶素子は、前側基板１の内面に、複数の画素Ａの反射部Ａ１内にそれぞれ
部分的に対応させて設ける非着色層９を、カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ上に予
め定められた高さに突出させ、前記非着色層９の突出端を他方の基板である後側基板２の
内面に当接させることにより、この非着色層９により前側基板１と後側基板２との間隔を
規定したものである。
【００７３】
なお、この実施例の液晶素子は、前記非着色層９に基板間隔を規定するための柱状スペー
サを兼ねさせたものであるが、他の構成は上述した第１の実施例の液晶素子と同じである
から、重複する説明は図に同符号を付して省略する。
【００７４】
この実施例の液晶素子の製造方法においては、前記非着色層９とカラーフィルタ１０Ｒ，
１０Ｇ，１０Ｂを次のようにして形成する。
【００７５】
　まず、前側基板１の内面に遮光膜８を形成した後、前記基板１の内面に、非散乱性の感
光性透明樹脂をスクリーン印刷等により塗布し、その樹脂膜を露光及び現像処理して複数
の画素Ａの反射部Ａ１内にそれぞれ部分的に対応する形状にパターニングすることにより
、 のように、複数の非着色層９を前記カラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの膜厚
に予め定められた高さを加算した厚さに形成する。
【００７６】
この場合も、前記感光性透明樹脂は、光を散乱させる粒子や顔料を含まない非散乱性樹脂
であるため、複数の非着色層９を、その周面が前記基板１面に対して略垂直な形状に精度
良く形成することができる。
【００７７】
　次に、前記複数の非着色層９を形成した基板１上に、顔料が添加された感光性カラーレ
ジストをスクリーン印刷等により塗布し、そのカラーレジスト膜を露光及び現像処理して
、複数の画素Ａに対応し、且つ前記画素Ａよりも大きい外形にパターニングすることによ
り、 のように、周縁部が複数の画素Ａの間の部分に対応する外形の赤、緑、青のカラ
ーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂを順次形成する。
【００７８】
　次に、前記複数の非着色層９のカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ上に突出する部
分に付着したカラーレジストのうち、前記非着色層９の頂面の上のカラーレジストを、エ
ッチングまたは切削等により のように除去する。
【００７９】
すなわち、この液晶素子の製造方法は、前記前側基板１の内面に、複数の非着色層９をカ
ラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの膜厚に予め定められた高さを加算した厚さに形成
した後、前記基板１上に感光性カラーレジストを塗布して前記複数の画素Ａに対応する外
形にパターニングすることにより、赤、緑、青のカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ
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を形成し、また、前記非着色層９の頂面の上のカラーレジストを除去するものである。
【００８０】
この実施例の液晶素子は、複数の画素Ａの反射部Ａ１のカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，
１０Ｂに対応する着色光出射領域と透過部Ａ２の全域から、前記カラーフィルタ１０Ｒ，
１０Ｇ，１０Ｂにより着色された着色光を、液晶層３を透過させて出射させ、前記複数の
画素Ａの反射部Ａ１の非着色層９に対応する非着色光出射領域から、前記非着色層９を透
過した非着色光を、液晶層３を透過させずに出射させるようにしたものであり、この液晶
素子においても、複数の画素Ａの反射部Ａ１から着色光と非着色光とを精度の良い比率で
出射させ、優れた光再現性を得ることができる。
【００８１】
しかも、この実施例では、前記非着色層９に基板間隔を規定するための柱状スペーサを兼
ねさせているため、前記柱状スペーサの形成工程を不要とし、液晶素子の製造工程を簡略
化することができる。
【００８２】
また、この実施例の液晶素子の製造方法は、図５に示したように、前側基板１の内面に、
非散乱性の感光性透明樹脂を塗布し、その樹脂膜を露光及び現像処理して複数の画素Ａの
反射部Ａ１内にそれぞれ部分的に対応する形状にパターニングすることにより、複数の非
着色層９をカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの膜厚に予め定められた高さを加算し
た厚さに形成するとともに、前記非着色層９の頂面の上の前記カラーレジストを除去する
ことを特徴とするものであり、この製造方法によれば、前記前側基板１の内面に、複数の
画素Ａの反射部Ａ１内にそれぞれ部分的に対応させて、基板間隔を規定するための柱状ス
ペーサを兼ねる非着色層９を設け、その基板１の内面に、前記非着色層９が設けられた部
分を除いて、複数の画素Ａにそれぞれ対応する赤、緑、青のカラーフィルタ１０Ｒ，１０
Ｇ，１０Ｂを、前記非着色層９を囲むフィルタ側面を前記非着色層９の周面に密着させて
設けた前記液晶素子を得ることができる。
【００８３】
なお、上記第１及び第２の実施例では、複数の画素Ａの略半分の領域を反射部Ａ１とし、
他の略半分の領域を透過部Ａ２としているが、前記反射部Ａ１と透過部Ａ２は任意の面積
比及び形状に形成すればよく、さらに、反射部Ａ１と透過部Ａ２の一方または両方を、１
つの画素Ａ内に複数形成してもよい。
【００８４】
さらに、上記実施例では、非着色層９を複数の画素Ａの反射部Ａ１の中央部に対応させて
設けているが、前記非着色層９は、前記反射部Ａ１内の他の部分に対応させて設けてもよ
く、また、前記非着色層９を前記反射部Ａ１内の複数箇所に設けてもよい。
【００８５】
また、上記実施例では、前記反射部Ａ１を形成するための反射膜８を液晶素子の後側基板
２の内面に設け、後側基板２の内面に設ける透明電極（複数の画素電極）６を前記反射膜
８の上に重ねて形成しているが、前記電極５の反射部Ａ１に対応する部分を金属膜により
形成し、この電極５の前記反射部Ａ１に対応する部分に反射膜を兼ねさせてもよく、さら
に、前記反射膜８は、液晶層３よりも後側であれば、例えば前記後側基板２の外面に設け
てもよい。
【００８６】
さらに、上記実施例では、非着色層９とカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂを前側基
板１の内面に設けているが、前記非着色層９とカラーフィルタ１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂは
、後側基板２の内面に設けてもよい。
【００８７】
また、この発明は、アクティブマトリックス型の液晶素子に限らず、単純マトリックス型
の液晶素子にも適用することができる。
【００８８】
【発明の効果】
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　この発明の液晶素子は、液晶層よりも後側に複数の画素内の予め定められた領域に対応
させて反射膜を設け、前記複数の画素 前記反射膜が設けられた領域により、前側から
入射した光を前記反射膜により反射して前側に出射する反射部を形成し、前記複数の画素

前記反射部以外の領域により、後側から入射した光を透過させて前側に出射する透過
部を形成するとともに、前記前側基板と後側基板のいずれかの内面に、前記複数の画素

対応させて感光性透明樹脂からなる非着色層を設け、

設けたものであるため、複数の画素の反射部から着色光と非着
色光とを精度の良い比率で出射させ、優れた光再現性を得ることができる。
【００８９】
この液晶素子において、前記非着色層は、前記カラーフィルタの表面と面一に形成するの
が好ましく、このようにすることにより、複数の画素の反射部の液晶層厚を、前記カラー
フィルタに対応する着色光出射領域から前記非着色層に対応する非着色光出射領域にわた
って均一にし、前記反射部の着色光出射領域と非着色光出射領域の液晶層の電気光学特性
を同じにすることができる。
【００９０】
また、この液晶素子においては、前記非着色層を前記カラーフィルタ上に予め定められた
厚さに突出させて形成し、前記非着色層の突出端を他方の基板の内面に当接させることに
より、この非着色層によって前側基板と後側基板との間隔を規定するのが望ましく、この
ようにすることにより、前記非着色層に基板間隔を規定するための柱状スペーサを兼ねさ
せることができる。
【００９１】
　また、この発明の液晶素子の製造方法は、前記前側基板と後側基板のいずれかの内面に
感光性透明樹脂を塗布し、その樹脂膜を露光及び現像処理して前記複数の画素の反射部内

対応する形状にパターニングすることにより、前記複数の非着色層を前
記カラーフィルタの膜厚以上の厚さに形成し、その後に、前記基板上に顔料が添加された
感光性カラーレジストを塗布し、そのカラーレジスト膜を露光及び現像処理して前記複数
の画素に対応する外形にパターニングすることにより、前記複数の色のカラーフィルタを
形成するとともに、前記非着色層の上の前記カラーレジストを除去するものであるため、
前記液晶素子を得ることができる。
【００９２】
この製造方法においては、前記非着色層を前記カラーフィルタの膜厚よりも厚く形成し、
前記カラーフィルタを形成した後に、前記非着色層の前記カラーフィルタ上に突出する部
分をその突出部に付着したカラーレジストと一緒に除去し、前記非着色層の頂面を前記カ
ラーフィルタの表面と面一にするのが好ましく、このようにすることにより、前記反射部
の着色光出射領域と非着色光出射領域の液晶層の電気光学特性を同じにした液晶素子を得
ることができる。
【００９３】
　また、この製造方法においては、前記非着色層を前記カラーフィルタの膜厚に、

予め定められた高さを加算した厚さに形成し、前記カラーフィルタを形
成した後に、前記非着色層の前記カラーフィルタ上に突出する部分

を除去するのが望ましく、このようにすることにより、前記非着色層に基
板間隔を規定するための柱状スペーサを兼ねさせた液晶素子を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施例を示す素子の一部分の断面図。
【図２】前記液晶素子の複数の画素及び非着色層とカラーフィルタの平面図。
【図３】第１の実施例の液晶素子の製造における非着色層とカラーフィルタの形成方法を
示す工程図。
【図４】この発明の第２の実施例を示す素子の一部分の断面図。
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【図５】第２の実施例の液晶素子の製造における非着色層とカラーフィルタの形成方法を
示す工程図。
【符号の説明】
１，２…基板
３…液晶層
４，５…電極
Ａ…画素
Ａ１…反射部
Ａ２…透過部
７…反射膜
８…遮光膜
９…非着色層
１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ…カラーフィルタ
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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